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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

鰻
　
月
　
日
我
、
姥
　
月
　
日
我
、

11

16

11

30

厩
　
月
7
日
我
、
浦
　
月
　
日
我

12

12

14

（
全
　
回
）・
午
後
2
時
～
4
時
。

10
■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

胸
講
師
…
浦
和
か
ほ
る
氏
（
船
橋
市

国
際
交
流
協
会
所
属
）。

■対 
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

実
際
に
活
動
で
き
る
人（
経
験
不
問
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）。

■申 
8
月
　
日
我
（
必
着
）
ま
で
に
、

10

申
込
書
類（「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
講
座
申
込
書
」
お
よ
び
「
ア
ン

ケ
ー
ト
」）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
ま
で
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
。

※
申
込
書
類
は
、
企
画
政
策
課
、
各

支
所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館

の
窓
口
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
入
手
で
き
ま

す
。

※
選
考
は
、
申
込
書
類
を
選
考
材
料

と
し
て
、
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
申
込
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
4
7
3
・
■メール k
i

k
ak
u
k
a@
m
l.city

.in
zai.c

h
ib
a.jp

）。

「
歴
史
と
文
学
を
感
じ
て
」

　
　
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■時 
8
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分（
集

12

30

合
・
京
成
電
鉄
大
神
宮
下
駅
前
）
～

　
時
　
分
（
解
散
・
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
前
）。

12

30

※
小
雨
実
施
。

■内 
船
橋
市
街
地
で
江
戸
時
代
の
面
影

を
残
す
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し

ま
す
（
約
4
娃
）。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
。
■費 
1
0
0
円
。

30
■他 
飲
み
物
、
弁
当
持
参
。　

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
の
再
受
け
付
け

　
市
で
は
、
生
活
排
水
対
策
の
一
つ

と
し
て
補
助
対
象
地
域
内
に
高
度
処

理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

人
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
の
申
請
受
付
は
す
で
に
終

了
し
て
い
ま
し
た
が
、
左
記
の
と
お

り
再
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

■対 
こ
れ
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
人
（
設
置
後
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

胸
申
請
種
別

①
震
災
申
請
…
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
合
併
処
理

類
）
を
継
続
的
に
収
集
し
、
回
収
業

者
に
売
却
す
る
子
ど
も
会
や
町
内
会

な
ど
の
恒
常
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る

団
体
に
対
し
て
、
回
収
量
に
応
じ
て

1
茜
に
つ
き
6
円
の
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
の
た
め
、
登
録
の
上
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用
油

（
廃
食
油
）の
拠
点
回
収
を
実
施
中

　
家
庭
で
使
用
し
た
食
用
油
は
、
石

け
ん
・
イ
ン
ク
・
家
畜
の
飼
料
・
燃

料
な
ど
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

ド
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
。

胸
受
付
予
定
件
数
啻
　
～
　
件
程
度

10

15

（
予
算
の
範
囲
内
）

※
震
災
申
請
を
優
先
し
、
ま
ず
受
け

付
け
し
ま
す
。
震
災
申
請
受
付
終
了

後
、
予
算
に
余
剰
が
あ
る
場
合
に
、

一
般
申
請
は
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。

※
申
請
の
際
に
は
、
一
度
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
特
に
震

災
申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請
可
否
の

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内

線
3
6
5
）。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

印
西
市
企
画「私

の
印
西
里
山
自
慢
」

胸
主
催
…
北
総
エ
コ
の
木
の
会
・
手

賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
・
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
。

■内 
①
基
調
講
演
　
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー

ト
さ
ん
の
「
印
西
の
里
山
自
慢
」
②

一
般
応
募
「
私
の
印
西
里
山
自
慢
」

写
真
・
ビ
デ
オ
作
品
発
表
。

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

27

30

4
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■定 
1
2
0
人
。
■費 
無
料
。

■申 
8
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
往

24

復
は
が
き
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
同
伴

者
全
員
の
氏
名
（
子
ど
も
は
学
年
）

を
記
入
の
上
、
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
・
■メール e

c
o
n
o
k
in
o
k
ai

@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

有
価
物
集
団
回
収
団
体
に

奨
励
金
を
交
付

　
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
有
価

物
（
紙
類
・
布
類
・
ビ
ン
類
・
金
属

印
旛
沼
公
開
講
座

「
温
故
知
新
・
い
ん
ば
沼
の
変
貌
と

そ
の
歴
史
的
背
景
」

　
佐
倉
市
と
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
が

主
催
で
、
4
回
の
講
座
を
開
催
。

●
第
1
回
「
利
根
川
東
遷
事
業
」

■時 
8
月
　
日
臥
。

27

胸
講
師
…
阿
由
葉
司
氏
（
千
葉
県
立

現
代
産
業
科
学
館
上
席
研
究
員
）。

●
第
2
回
「
江
戸
期
の
掘
割
工

事
」

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

30

3
時
　
分
。

30

胸
講
師
…
鏑
木
行
廣
氏
（
成
田
高
等

学
校
教
諭
）。

●
第
3
回「
吉
植
庄
亮
と
吉
植
農

場
」

■時 
　
月
　
日
臥
。

10

29

胸
講
師
…
五
十
嵐
行
男
氏
（
郷
土
研

究
家
）。

●
第
4
回「
印
旛
沼
開
発
事
業
と

文
化
」

■時 
平
成
　
年
　
月
　
日
臥
。

23

11

26

胸
講
師
…
内
田
儀
久
氏
（
郷
土
歴
史

家
）。

異
文
化
理
解
講
座
の
開
催

　
市
内
在
住
の
外
国
人
と
共
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
異
文
化
理
解
の
向
上
を

目
的
と
し
、
市
内
小
中
学
校
に
勤
務

す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
英
語
講
師
）

を
講
師
に
招
い
て
、
母
国
の
生
活
や

文
化
に
つ
い
て
、
英
語
で
紹
介
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
通
訳
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

16

　
分
。

30■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

胸
講
師
…
ヒ
ー
ス
・
キ
ー
ガ
ン
氏

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）。

■費 
無
料
。
■定 
　
人
。

30

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

4
7
3
）。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
講

座
の
開
催

　
日
本
語
が
話
せ
ず
困
っ
て
い
る
市

内
在
住
の
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
、

実
践
で
活
躍
す
る
人
を
講
師
に
招
き
、

実
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
現
場
で
す

ぐ
に
役
立
つ
知
識
や
教
え
方
を
学
ぶ

た
め
の
講
座
で
す
。
意
欲
が
あ
り
、

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
人
は
ぜ
び
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
臼
9
月
　
日
我
、
渦
　
月
5
日
我
、

28

10

嘘
　
月
　
日
我
、
唄
　
月
　
日
我
、

10

12

10

19

欝
　
月
　
日
我
、
蔚
　
月
9
日
我
、

10

26

11

（９）平成２３年（２０１１）８月１日号

※
各
講
座
と
も
、
時
間
は
午
後
1
時

　
分
～
3
時
　
分
、
会
場
は
ミ
レ
ニ

30

30

ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
に
な
り
ま
す
。

■定 
各
講
座
　
人
。

90

■申 
電
話
の
み
で
の
受
け
付
け
。
各
講

座
と
も
開
催
2
週
間
前
ま
で
に
、
受

講
希
望
者
本
人
の
氏
名
、
連
絡
先
電

話
番
号
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
講
座

を
左
記
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
先

着
順
）。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
8
時

　
分
～
午
後
5
時
。

30■問 
佐
倉
市
役
所
環
境
保
全
課
（
緯
0

4
3
―
4
8
4
―
4
2
7
8
）。

印
西
市
合
併
記
念

　
　
　
　
印
旛
ふ
る
さ
と
祭
り

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
　
分
～

13

30

　
時
（
雨
天
の
場
合
、
翌
日
に
順
延
）。

10■場 
印
旛
中
央
公
園
多
目
的
運
動
広
場

（
瀬
戸
）。

■内 
合
併
一
周
年
を
記
念
し
て
花
火
の

打
ち
上
げ
、
盆
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員

会
・
桜
井
（
緯
碓99 
0
5
7
7
）。　

浄
化
槽
を
新
設
す
る
人
（
家
の
新
築

な
ど
に
あ
わ
せ
て
）
の
申
請
。

②
一
般
申
請
…
通
常
に
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
の
申

請
。

胸
申
請
受
付
期
間

①
震
災
申
請
啻
9
月
1
日
牙
、
2
日

画
、
5
日
俄
・
午
前
9
時
～
午
後
5

時
。

②
一
般
申
請
啻
9
月
6
日
峨
、
7
日

我
、
8
日
牙
・
午
前
9
時
～
午
後
5

時
。

胸
申
請
受
付
場
所
　
環
境
保
全
課

（
本
庁
舎
2
階
）。

■申 
申
請
書
類
を
申
請
者
本
人
ま
た
は

ご
家
族
が
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
窓
口
で
身
分
証
明
書
の
提
示
を
い

た
だ
き
ま
す
）。
書
類
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

環
境

が
可
能
で
す
。
ご
み
の
減
量
や
水
質

保
全
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に

も
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■場 
①
ク
リ
ー
ン
推
進
課
②
船
穂
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
③
中
央
公
民

館
④
永
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑤
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
⑥
ふ

れ
あ
い
文
化
館
⑦
中
央
駅
前
セ
ン

タ
ー
⑧
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
⑨
印
旛

支
所
⑩
本
埜
支
所
⑪
印
旛
公
民
館
⑫

滝
野
出
張
所
⑬
平
賀
出
張
所
（
市
内

　
カ
所
、
各
施
設
の
休
館
日
な
ど
に

13ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

　
市
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
に
よ
り
、
大

規
模
な
不
法
投
棄
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
悪
質
な
不
法
投
棄

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

【
県
内
の
不
法
投
棄
事
例
】

　
土
地
を
資
材
置
き
場
と
し
て
貸
し

た
と
こ
ろ
、
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
相
手
に
確
認
し

て
み
る
と
「
一
時
的
に
保
管
し
て
い

る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
片
付
け
る
」
と

の
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
待
つ
こ
と
に

し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
廃
棄
物
は

持
ち
込
ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
廃

棄
物
の
山
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
相

手
に
連
絡
し
た
が
、
電
話
は
つ

な
が
ら
ず
、
す
で
に
逃
げ
て
し

ま
っ
た
後
で
あ
っ
た
。

【
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
、

土
地
な
ど
の
適
正
な
管
理

を
】

●
自
分
の
土
地
な
ど
は
こ
ま
め

に
足
を
運
び
、
定
期
的
に
監
視

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
地
や
倉
庫
を
貸
す
際
は
、

相
手
方
や
事
業
内
容
を
確
認
し

た
上
で
、
必
ず
書
面
で
契
約
を

結
び
ま
し
ょ
う
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄

対
策
班
　（
緯
内
線
3
8
5
）。

 不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

適正な管理で不法投棄を未然に防ぎましょ適正な管理で不法投棄を未然に防ぎましょうう

胸異文化講座10月以降の予定胸

会場期日

小林コミュニティプラザ10月21日画

サザンプラザ11月17日牙

中央公民館12月15日牙

ふれあい文化館平成24年
1月20日画

ふれあいセンターいんば2月17日画

※時間は午後2時～3時30分。


